
森町工場「ゴムのリサイクル工程」の概要

工程紹介

▼ウェザストリップ製品のリサイクル工程は、製品の強度を高めるために組み込まれた金属を磁石で吸着して除去

する「金属分離」(下記②)、ゴムと硫黄化合物の分子結合を解いて加硫前の状態に戻す「脱硫再生」(下記④)

などで構成されている。

▼ゴム製品は、弾性などを持たせるため、硫黄化合物を混ぜて加熱し、ゴムと硫黄化合物を分子結合させている。

②金属分離

③金属検知④脱硫再生

磁石が内蔵されたベルトコンベアを

使って金属片(大)を吸着[1回目]

ドラムで回転させながら

金属片(中)を磁石で吸着

[2回目]

わずかに残った金属粉(小)を

強力な磁石で吸着[3回目]

次工程に金属が紛れ込まないよう、

金属探知機を使って検査

STEP 1 STEP 2 STEP 3

３～４ｍの廃棄ゴムを

破砕機で１０～１５ｃｍ

に破砕

STEP 1

ハンマーシュレッダーで廃棄ゴム

をたたき、ゴムと金属を大まか

に分ける

STEP 2

①破砕

⑤冷却⑥裁断⑦完成
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冷却へ

廃ゴムを約0.5mmに

砕いて微粉化します。

複雑な形状の2本のスクリューを高速回転し、脱硫に必要な熱エネ

ルギーなどを与え続けます。温度やスクリューの回転数を最適に保つ

ことで、ゴムを構成する高分子の結合は残しつつ、ゴムと硫黄化合

物の結合のみを選択的に切断します。

脱硫時に硫黄が変性した硫化水素や二酸化炭素の影響

で臭いが発生します。臭気成分が水と結合しやすいことに

着眼し、脱硫反応中に水を注入することで、臭気成分を水

に溶解させ、排気ベントから蒸気と一緒に脱気させる「水脱

臭技術」を用いています。

加硫したゴムは、ゴムを構成する高分

子と、硫黄化合物との結合で構成さ

れています。加硫によって結合されたエ

ネルギーは、ゴムを構成する高分子よ

り小さいため、適切なエネルギーを与え

て加硫による結合だけを切断し、再生

ゴムとしてもう一度使用できる状態に

戻します。

■脱硫再生のメカニズム

加硫したゴム
(架橋ゴム)

再生ゴム

脱硫

ゴムを構成する高分子

硫黄化合物

再生ゴム
熱などのエネルギーを与え、ゴムと

硫黄化合物の分子結合のみを

切断し、元の状態に戻す

補足資料

脱硫方法 方法 所要時間 品質

当社技術
2軸押出機で発生させた「せん断」

熱で架橋点だけを選択的に切断
10分間 原材料に戻せる

一般的な

方法

ゴムに薬品をまぶして缶の中で

加熱することで、架橋点を切断
約5時間

完全には原材料に戻らない

(架橋点が残る)

ゴムに弾性などを持たせる分子

結合(架橋)を解いてゴムの原材

料に戻す「脱硫再生」において、

短時間に高品質な原材料を再

生できることが特長。


